
☑※事務所への依頼事項がない場合、この用紙の提出は不要です

科 目 名 芸術論 IB （木曜日・３限）

担当教員 塚原 史

受付期間
開 始： 7 月 22 日（金）
締 切： 7 月 27 日（水）

提 出 先
☑Course N@vi 【締切時間 23：59】

□法学部事務所レポートボックス 【締切時間 17：00】□教場

□その他（ ）

書 式

用紙サイズ指定：Web 提出

書式指定：

※Course N@vi への提出の場合は、原則として Microsoft Word（.doc、.docx のみ）

字数制限：１６００字～２０００字程度

その他指定：（ ）

(Box) ➤

課題題目
（課題内容）

20 世紀以降の現代アートの特徴である「著者性」（誰が作ったか？）と「表象性」(何を描いた

か？) の否定は、ピカソからダダ、未来派、シュルレアリスム等を経て荒川修作へと至る展

開の中でどのような形をとったか？授業内容や美術展からから具体例を挙げて論じなさい。

[Web（コースナビ）で提出（1600-2000 字程度）。無断引用厳禁。必ず引用元を明記するこ

と。ネット上の記述の無断コピー＆ペースト等は不正行為として処分の対象となる。】

(Board) ➤
※事務所で題目発表を行う際は、課題題目から上の部分をそのまま掲示します。手書きからワープロ打ちへの変更を希望される場合はお知らせください。

＜法学部 レポート受付用紙＞

題 目

発表方法

※複数選択可

☑事務所に発表を依頼する （発表希望日：7 月 15 日※希望日の指定がない場合は順次発表します）
―☑□Course N@vi（メール含む）

―☑掲示板/HP

☑教員自身が発表を行う
― ☑教場 （7 月 14 日）

― ☑Course N@vi（メール含む）

― □その他 （ ）

※提出先が

Course N@vi の場合

レポート設定

☑事務所に設定を依頼する
⇒ 類似度判定機能を

☑使用する   

□教員自身が設定を行う

提出レポート

受け取り方法

□法学部事務所で受け取り （ 月 日）＊提出先が Course N@vi の場合、印刷レポートのお渡し、送付が可能です。

□宅配便で送付 （送付先： ）

☑不要（教員自身が Course N@vi にて直接確認 または 教場等で回収）

◆受付開始・締切の時間について

提出先が Course N@vi の場合：開始日の 0:00 ～ 締切日の 23:59 ／ レポートボックスの場合：開始日の 9:00 ～ 締切日の 17:00

◆Course N@vi の設定について

法学部事務所で設定を行う場合、裏面に記載の方法にて設定します

【特記事項】

事 務 所
使 用 欄

CN 設定 CN ﾒｰﾙ

配 信
回 収 担当教員

受領サイン
ﾚﾎﾟｰﾄ
BOX

No.

掲示版 Ｈ Ｐ 履修者数
宅配便の場合 月 日 送付済


